
「罪悪感」につい

て(20241012)
友達の誘いを断る、

教えてあげない、

冷たくする

自分さえよければ

他はどうでもかま

わない→罪深い

母親がうつ病にな

り医者にかかる→自

分が迷惑をかけた、

自分のせいと自分

を責める

人とのつきあい、

傍観

後悔の先に罪悪感

がある
自分では満足してい

るが、接し方、進路

アドバイスうまくで

きたか

自己満足ではな

かったか

自分だけがよいと

思っていたにすぎ

なかった

安すぎるものを買う→

後進国の人の賃金搾取、

児童労働がある

身近な者が亡く

なったとき、至ら

なかったと思う

小学校の学芸会で

母がつくってくれ

たかぶりものを壊

された

壊した人は罪悪感

があったかわから

ない→今でも覚えて

いるはず

自分が何もできな

くてぼうとしてい

ると罪悪感を感じ

る（障碍者）

自分の中にある価

値観、倫理観→外か

ら刷り込まれてあ

る

主人が亡くなって

妻の私が遺産を全

て相続した→罪悪感

を感ずる

近くにいる兄弟た

ちは私の全相続を

支持してくれた

フェアトレード

遠くにいる兄弟の

一部が不満→どんな

に大変だったかわ

からない

私がどんなに大変

な世話をしてきた

か見ていた

倫理、道徳→人間が

決めたこと、作っ

たこと

罪→時代や状況に

よって変わる

罪→不法行為、犯罪 キリスト教の告解→

罪は許される

良心のある人とな

い人がいる

罪悪→人の道に外れ

ること

「悪いことした

な」と思っても

ジャッジがが多い

中では話さない

殺そうと思わなくても

機会があれば1000人で

も殺してしまうことが

ある→歎異抄

昭和の撃墜王→相手の機体

の後ろにピタリと付くと

相手の悲しい顔が見えた→

殺さなければ殺される、

それが戦争だ

殺すこと→殺人→命

をとること
やくざとか、ヒト

ラーとかは殺して

よいか

人は牛や豚や他の動物、

植物などの命をいただ

かなければ生きられな

い→原罪

「よい」「悪い」

がなぜあるか

周りを見てしまう

我々は特に罪悪感

は感じないで生き

ている

自分は安全圏にいて、

ガザでは悲しいことが

毎日起こっている



相手を見ないで自

分のことを見てい

る

自分の価値観、価

値を中心にしてい

る→つらくなる

謝るよりも話をす

る、理解し合う

他人の気持ちはど

うだったかは意味

がない

悪いことをさんざ

んしてきて変わる

人がいる

聖歌「アメイジンググレ

イス」をつくった人→元は

奴隷商人、さんざん悪い

ことをしてきた 後に牧師になって

黒人奴隷のために

祈った

環境の中から選択

する

善悪は自分の中に

ある
罪悪感は人間だけ

のものか

罪悪感は他者との

関係の中にある

人間は「よい」ことだ

けをする→「悪い」こと

を「よい」と思ってや

る

「悪い」ということを

知らず欲望によって

やってしまう（罪を犯

す）→快い→生きものと

しての本能

「悪い」ということ

を知りながらやる→故

意→犯罪

長年病んだ妻→めんど

くさいと思った→死→

後悔→罪悪感

罪と罰ということ

・犯罪→法律（犯罪目録）

・倫理、道徳→慣習や常識

としての社会規範

・内的心情→自分の心の内

から湧いてくる「よい」

「悪い」の感覚、感情→罪

悪感→罰

日本の男女にあっ

て女性は尊重され

ない→男性には罪悪

感を持ってほしい

「おん送り」→自分

が傷ついたことを自

分はしない→連鎖を

断ち切る

夏目漱石『こころ』→下宿の

お嬢さんをKと先生が取り合

い三角関係→Kが自殺→先生は

ずっと罪悪感を抱き続け最後

に自らも殉死（自死）

平生はみんな善人→

いざという間際に、

急に悪人にかわる

んだから恐ろしい

んです。

罪とは欲望のこと

（煩悩ともいう）

各階層は重なり

合っている


